
                      入札説明書に関する注意事項 

                    

 

※１ 入札に付する事項の(4)借入期間に関する事項 

    契約形態は、長期継続契約とし５年間のリース契約である。 

 

 

※３ 入札の方法等に関する事項 

 (1) 落札者に対する賃借料は、消費税及び地方消費税を含めて月ごとに支払うこととな

るので、入札金額に 100 分の 110 を乗じた金額が６０の倍数で整数となること。 

     〔 ( 入札金額 × 1.10 ）÷６０ = 毎月の支払額 〕 

 

 (2) 入札書には必ず住所、会社名、代表者名を記入し、代表者印を押印すること。 

    ただし、代理人による入札を行う場合は委任状を提出し、入札書には住所、会社名、 

    代表者氏名、代理人氏名を記入し、代理人の印のみを押印すること。 

 

 

※６及び７ 落札者の決定方法及び最低制限価格に関する事項 

   最低制限価格を定めないので、誤って桁を過少に記載した場合でも、その金額を正当な 

  金額として落札者として決定されるので、その者が契約を締結しなかった場合は、２年の 

  間、一般競争入札の参加資格を失うこととなるほか、指名競争入札においても原則として 

  指名されないこととなるので、金額の記載にあたっては、細心の注意を払うこと。 

 

 

※８ 契約書案の提出に関する事項 

 (1) 落札者は、落札決定通知を受けた日から５日以内に入札説明書に付随の賃貸借契約

書（案)を適宜補正し、記名押印した契約書２通を作成して提出すること。 

    また、課税事業者届１通も併せて提出すること。 

    なお、契約書は学内の決裁が終了後、学長印を押印して、１通を落札者に返却する。 

 (2) 契約書は必ず両面印刷とし、袋とじの場合は表面及び最終面に、ホッチキス等の簡

易な綴り方の場合は隣り合う各面に割り印を押印すること。 


